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平成 22 年 2月 8 日 

各 位 

会  社  名 株式会社 常 陽 銀 行 

代 表 者 名 取締役頭取 鬼 澤 邦 夫 

（コード番号８３３３ 東証第一部） 

問合せ先 経営企画部長 笹 島 律 夫  

             （TEL 029－300－2604） 
 

平成 22 年 3 月期第 3 四半期の有価証券評価損に関するお知らせ 

 「その他有価証券」に区分される保有有価証券のうち、時価が著しく下落し、その回復があると認

められないものについて、平成 22 年 3月期第 3四半期において減損処理による有価証券評価損を計上

する必要が生じましたのでお知らせします。 

記 

１． 平成 22 年 3月期第 3四半期における有価証券評価損 

 単体 連結 

(Ａ)平成 22 年 3 月期第 3 四半期会計期間（平成 21 年 10 月 1 日

から平成 21 年 12 月 31 日まで）の有価証券評価損の総額 

  （＝イ－ロ） 

1,851 百万円 1,851 百万円

 
(イ)平成 22 年 3 月期第 3 四半期累計期間（平成 21 年 4 月 1 日

から平成 21 年 12 月 31 日まで）の有価証券評価損の総額 
2,218 百万円 2,218 百万円

 

(ロ)直前四半期（平成 22 年 3 月期第 2四半期）累計期間（平

成 21 年 4月 1日から平成 21 年 9 月 30 日まで）の有価証

券評価損の総額 

367 百万円 367 百万円

※四半期における有価証券の評価方法は、外国証券及び非上場株式については切放し方式、上場株

式及び投資信託については洗替え方式を採用しております。 

※当社の第 3四半期末は、12 月 31 日です。 

※減損処理につきましては、期末日における時価が簿価に比べ 50％以上下落した銘柄はすべて、  

また、30％以上 50％未満下落した銘柄のうち、回復が見込めない銘柄について減損処理を行って

おります。 

※上記減損処理後の「その他有価証券」の評価差額は、529 億円（単体）の含み益であります。 

 

○純資産額・経常利益額・当期純利益額に対する割合 

 

 単体 連結 

(Ｂ)平成 21 年 3 月期末の純資産額  370,279 百万円 374,881 百万円 

 （Ａ／Ｂ×１００） 0.4％ 0.4％ 

 （イ／Ｂ×１００） 0.5％ 0.5％ 

(Ｃ) 平成 21 年 3 月期の経常利益額 1,437 百万円 1,995 百万円 

 （Ａ／Ｃ×１００） 128.7％ 92.7％ 

 （イ／Ｃ×１００） 154.3％ 111.1％ 

(Ｄ) 平成 21 年 3 月期の当期純利益額 5,051 百万円 5,178 百万円 

 （Ａ／Ｄ×１００） 36.6％ 35.7％ 

 （イ／Ｄ×１００） 43.9％ 42.8％ 
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２． 今後の見通し 

  平成 22 年 3 月期第 3四半期累計期間の業績及び通期見通しは、以下のとおりです。 

なお、平成 22 年 3 月期通期の業績予想につきましては、平成 21 年 11 月 13 日公表の数値から変

更はありません。 

 

（1）平成 22 年 3 月期第 3四半期累計期間の業績 

                                                          （単位：百万円） 

 経常収益 経常利益 四半期純利益 

連結ベース 120,292 13,118 9,984 

単体ベース 105,598 12,349 9,665 

 

  （2）当期の見通し（平成 21 年 11 月 13 日公表分）及び前期の業績 

    （連結ベース）                                                         （単位：百万円） 

 経常収益 経常利益 当期純利益 

当期業績予想（22 年 3 月期） 167,000 21,000 12,500 

前 期 実 績      （21 年 3 月期） 193,394 1,995 5,178 

  （単体ベース）                                                         （単位：百万円） 

 経常収益 経常利益 当期純利益 

当期業績予想（22 年 3 月期） 148,000 20,000 12,000 

前 期 実 績      （21 年 3 月期） 172,939 1,437 5,051 

 

以上 


